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安
東
代
表
す
る

し
ょ
う
ゆ
料
理

カ
ル
ビ
横
丁
で

骨
ま
で
味
わ
う

韓
牛
の
産
地
で

ユ
ッ
ケ
を
堪
能

魅力あふれる精進文化の首都・安東

サ
ユ
ウ
ォ
ン

思
惟
園

慶
尚
北
道
の

観
光
拠
点

大
邱
・
観
光

考
え
る
庭
園
で

人
生
を
回
顧

ハ
フ
ェ
マ
ウ
ル　
　
　
　
ウ
ォ
リ
ョ
ン
ギ
ョ
　
　

観
光
河
回
村
／
月
映
橋

月
に
照
ら
さ
れ
た

夜
景
ス
ポ
ッ
ト

川
に
囲
ま
れ
た

世
界
遺
産
の
村

日韓国交正常化周年に向けて

〝
地
方
都
市
〟な
ら
で
は
の
体
験
を
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軒以上の専門店が並ぶチムタク横丁

村の所々で見ることができ
る仮面劇のお面

豊
山
柳
氏
の
大
宗
家
。男
性
が
生
活
す
る
空
間（
右
手
）と
、

女
性
が
生
活
す
る
空
間（
左
手
）が
段
を
つ
け
て
建
て
ら

れ
、儒
教
の
厳
格
な
男
女
の
区
別
が
明
確
に
表
れ
て
い
る

素
足
で
園
内
を
歩
く
健
康
法

が
観
光
客
に
人
気

　
慶
尚
北
道
は
韓
国
を
代
表

す
る
韓
牛
産
地
の
一
つ
。
中

で
も
鮮
や
か
な
紅
色
の
肉
が

入
っ
た
ユ
ッ
ケ
ビ
ビ
ン
バ

は
、
安
東
で
し
か
味
わ
う
こ

と
が
で
き
な
い
と
、
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
る
。

　
ビ
ビ
ン
バ
は
牛
肉
や
野
菜

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
具
材
を

「
混
ぜ
て
（
＝
ビ
ビ
ン
）
」

食
べ
る
具
入
り
ご
飯
。
生
も

の
で
あ
る
ユ
ッ
ケ
は
鮮
度
が

命
で
あ
る
た
め
、
周
辺
の
と

畜
場
で
１
～
２
日
内
に
と
畜

さ
れ
た
新
鮮
な
肉
の
み
を
使

用
、
あ
え
て
脂
身
の
少
な
い

赤
身
を
使
う
こ
と
で
味
の
全

体
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
る
。

ま
た
、
通
常
の
ビ
ビ
ン
バ
と

違
い
、
火
の
入
っ
て
い
な
い

ユ
ッ
ケ
が
入
っ
て
い
る
た

め
、
あ
ら
熱
が
取
れ
た
状
態

で
ご
飯
と
具
材
が
提
供
さ
れ

る
の
も
ユ
ッ
ケ
ビ
ビ
ン
バ
な

ら
で
は
の
特
徴
。

　
安
東
に
あ
る
人
気
肉
料
理

店
「
景
福
宮
」
の
ユ
ッ
ケ
ビ

ビ
ン
バ
＝
写
真
＝
は
、
素
材

本
来
の
味
を
引
き
出
す
た

め
、
化
学
調
味
料
は
一
切
使

わ
ず
、
自
家
製
の
み
そ
や
し

ょ
う
ゆ
な
ど
で
味
付
け
し
て

い
る
。

　
安
東
は
、し
ょ
う
ゆ
ベ
ー

ス
の
甘
辛
ソ
ー
ス
が
特
徴
の

郷
土
料
理「
チ
ム
タ
ク
」＝
写

真
＝
の
発
祥
の
地
。鳥
１
羽

を
丸
ご
と
使
い
、ニ
ン
ジ
ン
、

玉
ネ
ギ
な
ど
の
野
菜
、鷹
の

爪
、弾
力
の
あ
る
春
雨「
唐
麺

（
タ
ン
ミ
ョ
ン
」）な
ど
を
強

火
で
じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
、

食
べ
応
え
の
あ
る
料
理
で
知

ら
れ
て
い
る
。同
じ
鳥
料
理

に
粉
唐
辛
子
で
味
付
け
し
た

タ
ッ
ポ
ッ
ク
ム
タ
ン
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、チ
ム
タ
ク
は
辛

み
が
少
な
く
、し
ょ
う
ゆ
に

な
じ
み
の
あ
る
日
本
人
観
光

客
に
も
好
ま
れ
て
い
る
。

　
大
皿
料
理
の
チ
ム
タ
ク
は

韓
国
の
家
庭
料
理
に
出
さ
れ

る
こ
と
は
少
な
く
、よ
り
本

格
的
な
味
を
求
め
て
専
門
店

ま
で
足
を
運
び
食
事
を
す
る

の
が
一
般
的
。ま
た
、韓
国
の

食
堂
で
注
文
す
る
と
小
皿
に

盛
り
付
け
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
お
か
ず
が
提

供
さ
れ
る
が
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
の

あ
る
安
東
チ
ム

タ
ク
に
は
白
ご

飯
と
大
根
の
漬

物
の
み
で
、シ

メ
に
は
残
っ
た

ス
ー
プ
に
ご
飯

を
入
れ
て
食
べ

る
の
が
地
元
流

だ
と
い
う
。

　
百
年
以
上
の

歴
史
を
誇
る
安

東
旧
市
場
内
、


軒
以
上
の
専

門
店
が
軒
を
連

ね
る
「
安
東
チ

ム
タ
ク
横
丁
」

で
は
、
店
の
前

で
調
理
を
す
る

様
子
を
見
学
で

き
る
ほ
か
、
各

店
舗
が
し
ょ
う

ゆ
に
こ
だ
わ
っ

た
個
性
あ
ふ
れ

る
チ
ム
タ
ク
を

楽
し
め
る
。

　
安
東
駅
か
ら
車
で
約
５

分
、
象
牙
洞
と
城
谷
洞
を
つ

な
ぐ
安
東
湖
に
か
け
ら
れ
た

月
映
橋
＝
写
真
＝
は
、
２
０

０
３
年
に
開
通
し
た
長
さ
３

８
７
㍍
、
幅
３
・
６
㍍
の
木

造
人
道
橋
。
先
だ
っ
た
夫
の

た
め
に
自
分
の
髪
の
毛
で
作

っ
た
一
足
の
わ
ら
じ
の
形
が

こ
の
橋
の
形
に
な
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
橋
の
真
ん

中
に
は
「
月
映
亭
」
と
呼
ば

れ
る
あ
ず
ま
や
が
存
在
感
を

放
つ
。
湖
の
周
り
に
は
桜
の

木
が
植
え
ら
れ
、
春
に
は
花

見
客
で
に
ぎ
わ
う
。

　
夜
に
は
橋
全
体
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
三
日
月
型
の

「
ム
ー
ン
ボ
ー
ト
」
に
乗
り

な
が
ら
月
に
照
ら
さ
れ
た
美

し
い
夜
景
が
楽
し
め
る
。

　
安
東
カ
ル
ビ
＝
写
真
＝

は
、鮮
度
の
高
い
牛
肉
を
手

ご
ろ
な
値
段
で
楽
し
め
る
安

東
名
物
の
一
つ
。店
の
メ
イ

ン
メ
ニ
ュ
ー
は
注
文
後
に
に

ん
に
く
を
も
み
込
ん
だ「
に

ん
に
く
カ
ル
ビ
」、し
ょ
う
ゆ

で
味
付
け
し
た「
味
付
け
カ

ル
ビ
」な
ど
で
、炭
火
で
し
っ

か
り
焼
き
、う
ま
み
を
引
き

出
す
。サ
ン
チ
ュ
や
エ
ゴ
マ

の
葉
の
上
に
焼
い
た
肉
、に

ん
に
く
、緑
唐
辛
子
、み
そ
な

ど
を
包
ん
で
食
べ
る
の
が
一

般
的
で
、肉
を
楽
し
ん
だ
後

は
、カ
ル
ビ
に
付
い
た
骨
と

野
菜
を
一
緒
に
蒸
し
た「
カ

ル
ビ
チ
ム
」で
、心
ゆ
く
ま
で

食
欲
を
満
た
し
て
く
れ
る
。

　
安
東
駅
の
近
く
の
路
地
に

あ
る「
安
東
カ
ル
ビ
横
丁
」で

は
、長
さ
約
１
０
０
㍍
の
路

地
に
約

店
舗
の
カ
ル
ビ
料

理
店
が
集
い
、地
域
住
民
に

も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

瞑想スペースが園内の至る所に設置されている

　
広
大
な
樹
木
園「
思
惟
園
」

は
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
に

囲
ま
れ
た
ウ
ェ
ル
ネ
ス
観
光

地
。
大
邱
市
の
財
閥
企
業
が

山
を
購
入
後
、

年
も
の
歳

月
を
か
け
整
備
し
、
２
０
２

１
年
９
月
に
開
業
し
た
。

「
思
惟
＝
心
で
深
く
考
え

る
」
の
意
の
通
り
、
「
考
え

る
庭
園
」
の
名
を
持
つ
園
内

に
は
、
瞑
想

め
い
そ
う

ス
ペ
ー
ス
が
至

る
所
に
設
置
さ
れ
、
自
身
の

人
生
を
振
り
返
る
貴
重
な
時

間
を
過
ご
せ
る
。

　
園
内
の
設
計
、

施
工
に
は
、
日
本

の
建
築
家
・
川
岸

松
信
氏
も
携
わ

り
、
松
や
紅
葉
な

ど
日
本
庭
園
の
要

素
を
散
り
ば
め
、

四
季
ご
と
に
異
な

る
表
情
を
見
せ
る

よ
う
設
計
し
た
。

建
築
と
自
然
の
調

和
を
大
事
に
し
て

い
る
た
め
、
飲
食
物
の
持
ち

込
み
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

ご
み
箱
や
看
板
も
最
低
限
の

み
。
入
場
者
ま
で
も
１
日
３

０
０
人
ま
で
と
制
限
さ
れ
て

い
る
。

　
園
内
を
１
周
す
る
と
約
３

時
間
。
入
り
口
か
ら
約

分

の
登
り
坂
を
進
む
と
、
１
０

８
株
の
カ
リ
ン
の
木
（
推
定

樹
齢
２
０
０
年
）
＝
写
真
＝

が
出
迎
え
る
。
元
々
日
本
に

密
売
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た

が
、
「
こ
の
土
地
の
木
は
こ

の
地
に
植
え
た
い
」
と
い
う

創
業
者
の
強
い
愛
国
心
に
よ

り
買
い
取
ら
れ
、

園
内
に
植
え
ら
れ

た
と
い
う
。
園
内

の
カ
フ
ェ
で
は
、

カ
リ
ン
を
使
っ
た

ド
リ
ン
ク
も
楽
し

め
る
。

　
同
園
は
ネ
ッ
ト

フ
リ
ッ
ク
ス
ド
ラ

マ「
涙
の
女
王
」の

ロ
ケ
地
と
な
っ
た

こ
と
で
話
題
に
な

っ
た
が
、「
今
後
ド

ラ
マ
な
ど
の
撮
影

は
予
定
し
て
い
な
い
。本
来

の
園
の
在
り
方
や
意
義
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、長
く
愛
さ

れ
る
場
所
で
あ
り
た
い
」と

担
当
者
は
話
し
て
い
る
。

　
河
回
村
＝
写
真
＝
は
、
６

０
０
年
の
歴
史
を
継
承
す
る

氏
族
村
。
２
０
１
０
年
、
村

全
体
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
、
今
や
安

東
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る

存
在
と
な
っ
た
。
大
儒
学
者

と
し
て
知
ら
れ
る
柳
雲
竜

や
、
文
禄
・
慶
長
の
役
の
時

に
功
を
立
て
た
柳
成
龍
を
は

じ
め
、
多
く
の
偉
人
を
輩
出

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
朝
鮮

半
島
南
部
を
代
表
す
る
支
配

階
級
「
両
班
」
の
村
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
豊
山
柳
氏
の
発
祥
地
で
も
あ
る
。

　
村
の
名
前
は
、韓
国
最
長
の
川「
洛
東
江（
ナ
ク
ト
ン
ガ

ン
）」が
、村
全
体
を
Ｓ
字
型

を
描
く
よ
う
に
流
れ
て
い
る

こ
と
に
由
来
す
る
。ま
た
、一

般
的
な
韓
国
の
家
は
南
、東

南
向
き
が
多
い
一
方
、河
回

村
で
は
樹
齢
６
０
０
年
の
ケ

ヤ
キ
の
木
を
中
心
に
川
に
向

か
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、家
の
向
き
が
一
定
で
は

な
い
の
が
特
徴
。現
在
も
約

１
０
０
以
上
の
世
帯
が
生
活

（
う
ち
７
割
は
豊
山
柳
氏
）し

て
お
り
、人
々
の
暮
ら
し
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
村
を
訪
れ
た
人
に
伝
統
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
現
在

で
も
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ

て
い
る
。
毎
年
秋
に
開
催
さ

れ
る
「
安
東
国
際
仮
面
舞
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
重

要
無
形
文
化
財
に
も
指
定
、

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
表
情
の
仮

面
を
つ
け
た
踊
り
が
見
ど
こ

ろ
の
「
河
回
別
神
グ
ッ
仮
面

劇
」
、
伝
統
花
火
「
ソ
ニ
ュ

ウ
チ
ュ
ル
ブ
ル
ノ
リ
」
が
開

催
さ
れ
、人
々
を
も
て
な
す
。

　「
韓
国
精
進
文
化
の
首
都
」を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、観
光
開
発
に

力
を
入
れ
る
地
方
都
市
・
安
東

ア
ン
ド
ン

。朝
鮮
時
代
の
伝
統
文
化
を
学
び
、体

験
で
き
る
観
光
地
や
、現
地
で
味
わ
い
た
い
グ
ル
メ
を
紹
介
す
る
。

　
韓
国
の
東
南
部
に
位
置
す
る

慶
尚
北
道
は
、
山
や
海
、
平
原

に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地

域
。
安
東
、
慶
州
な
ど
を
は
じ

め
と
す
る

の
市
と
郡
で
構
成

さ
れ
、
都
会
と
田
園
地
帯
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
共
存
し
て
い

る
。

　
慶
尚
北
道
の
中
で
も
内
陸
に

位
置
す
る
安
東
は
、
韓
国
高
速

鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｘ
）
で
ソ
ウ
ル
か

ら
約
２
時
間
と
ア
ク
セ
ス
が
便

利
な
地
域
。
朝
鮮
王
朝
時
代
を

代
表
す
る
儒
学
者
・
李
滉
（
リ

・
コ
ウ
）
氏
の
故
郷
と
し
て
も

知
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
朝

鮮
時
代
の
建
築
物
や
文
化
が
そ

の
ま
ま
現
存
、

ま
る
で
朝
鮮
時

代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か

の
よ
う
な
歴
史

を
感
じ
ら
れ

る
。
１
９
９
９

年
に
は
英
国
の

エ
リ
ザ
ベ
ス
女

王
が
、
２
０
１

９
年
に
は
女
王

の
次
男
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
王
子
が

安
東
を
訪
問
し

た
こ
と
で
も
一

躍
話
題
に
な
っ

た
。
年
に
は
、

道
庁
が
大
邱
か

ら
安
東
に
移

転
。
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
「
河
回
村
」
と

同
様
、
道
庁
の
新
庁
舎
も
観
光

名
所
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ

る
。

　
安
東
は
韓
国
で
面
積
が
最
も

広
い
市
で
、
山
に
囲
ま
れ
た
盆

地
の
た
め
、
夏
は
暑
く
、
冬
は

寒
い
気
候
を
生
か
し
た
名
産
品

が
そ
ろ
う
。
安
東
を
代
表
す
る

「
安
東
チ
ム
タ
ク
」
「
安
東
焼

酎
」
「
安
東
塩
サ
バ
」
を
は
じ

め
、リ
ン
ゴ
、山
芋
、唐
辛
子
、

イ
チ
ゴ
は
国
内
生
産
の
多
く
を

安
東
が
占
め
る
な
ど
、
韓
国
を

代
表
す
る
農
業
産
地
と
し
て
の

顔
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。

　
安
東
の
南
に
位
置
す
る
大
邱

（
テ
グ
）
は
、
慶
尚
北
道
の
南

に
位
置
す
る
広
域
市
。
も
と
も

と
慶
尚
北
道
の
一
部
だ
っ
た

が
、
１
９
８
１
年
に
直
轄
市
と

な
り
分
離
し
た
。
現
在
は
ソ
ウ

ル
特
別
市
、
釜
山
広
域
市
に
次

ぐ
韓
国
第
３
の
拠
点
都
市
と
し

て
に
ぎ
わ
う
。
主
要
空
港
の
一

つ
で
あ
る
大
邱
国
際
空
港
、
Ｋ

Ｔ
Ｘ
の
駅
な
ど
交
通
の
イ
ン
フ

ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、

周
辺
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

良
く
、
慶
尚
北
道
へ
の
観
光
拠

点
と
し
て
併
せ
て
訪
れ
た
い
。


